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気高地区都市再生整備計画
平成28年度　～　令和2年度　（５年間） 鳥取市

住民基本台帳にて、浜村地区の居住人口合計の減少率を半減させる。
浜村駅利用者の減少率を半減させる。
地区住民に対するアンケート調査による「問：将来も浜村に住み続けたいですか？」に対する「将来も住みたい」または「どちらかといえば」と答えた人の割合を77.2％から85.0％とする。

（H27当初） （R2末）
住民基本台帳にて、浜村地区の居住人口合計

浜村地区＝気高町浜村・勝見・新町1～3 丁目・北浜1～３丁目の合計
ＪＲ駅利用者数

浜村駅の利用者数
住民の定住意向に対する満足度

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 R1 R2 策定状況 （提案）

A-1 都市再生 一般 鳥取市 直接 鳥取市 － － 気高地区都市再生整備計画事業 157.0 2

合計 157.0 2

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2 策定状況

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

道路整備等　A=114ha 鳥取市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
157百万円 Ａ 157百万円 Ｂ 0百万円

地区住民アンケート調査「問：将来も浜村に住み続けたいですか？」に対する「将来も住みたい」「どちらかといえば」の合計回答割合

費用便益比
（事業箇所）

Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

3,358 人 3,257 人

77.2 ％

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

（参考様式２）社会資本総合整備計画
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標：安心して住み続けられる生活環境を構築し、市民の日常生活を支える地域生活拠点の再生を目指す。
　　目標１：交通結節点の機能強化により、まちの玄関口としての利便性を向上させる。
　　目標２：駅にアクセスする幹線整備により、安心・安全で魅力あるまちづくりを推進する。

85.0 ％

172,000 人/年 160,000 人/年

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値



交付金の執行状況
（単位：百万円）

R3

0.0

0.0

0.0

14.1

12.0

0.0

0.0

2.1

14.9%

入札において、
予定価格と落札
価格に差が生じ

たため。

※　平成２８年度以降の各年度の決算額を記載。

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

豪雨災害の影
響により入札
不調が続いた

ため。

関係機関との
協議に不足の
日数を要した

ため。

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 65.6% 22.4% 0.0% 5.2%

不用額
（h = c+d-e-f）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

うち未契約繰越額
（g）

0.0 16.6 7.2 0.0 1.1

翌年度繰越額
（f）

0.0 24.6 7.2 0.0 14.1

支払済額
（e）

1.2 0.7 24.9 11.2 7.0

前年度からの繰越額
（d）

0.0 0.0 24.6 7.2 0.0

交付額
（c=a+b）

1.2 25.3 7.5 4.0 21.1

計画別流用
増△減額
（b）

0.0 4.9 △ 21.0 0.0 0.0

配分額
（a）

1.2 20.4 28.5 4.0 21.1

H28 H29 H30 R1 R2



気高地区都市再生整備計画

平成２８年度　～　令和２年度 交付対象 鳥取市

計画の名称

計画の期間

鳥取市A-1
気高地区都市再生整備計画事業（114ｈａ）

位置図



様式（１）-①

都市再生整備計画（第２回変更）

気高
け た か

地区
ち く

鳥取県
と っ と り け ん

　鳥取市
と っ と り し

令和２年７月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業 ■
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 114 ha

平成 28 年度　～ 令和 2 年度 平成 28 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H27 R2

人 H27 R2

％ H26 R2

2

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 鳥取県 鳥取
とっとり

市
し

気高
けたか

地区
ち く

計画期間 交付期間

地区内の居住人口
浜村地区の居住人口合計
※浜村地区＝気高町浜村・勝見・新町1～3 丁目・北浜1～
３丁目の合計

安心・安全なまちづくりの達成状況を定量化する指標として、地区
内の居住人口とする。
浜村地区の人口は最近５年間ではほぼ横ばいであるが、気高町
全体の将来人口推計ではH27～H32年の５年で約６％の人口減少
が推計される。これらを踏まえ、居住環境の改善や若年層の定住
促進対策等により減少率を半減することを目標とする。

3358人 3257人

大目標：安心して住み続けられる生活環境を構築し、市民の日常生活を支える地域生活拠点の再生を目指す。
　　目標１：交通結節点の機能強化により、まちの玄関口としての利便性を向上させる。
　　目標２：駅にアクセスする幹線整備により、安心・安全で魅力あるまちづくりを推進する。

○本地区は、旧気高町の中心部として、駅周辺にある浜村温泉を核とした温泉町で広く知られている。
○浜村地区内には、「浜村温泉街」や「浜村海岸」があり、観光・交流の拠点となっている。
○浜村駅周辺地域は平坦で歩いて移動しやすく、緑が多くて比較的災害が少なく、金融・医療機関、商店から、役所、学校、公民館、警察など生活に必要な施設が駅から１ｋｍ以内にあるという良好な生活環境である。
○山陰海岸ジオパークに指定されている美しい海岸や川があり緑が多くあるなど、自然環境の豊かな地区である。
○平成29年度に山陰道・鳥取西道路が全線開通することにより、一層交通面で利便性の向上が期待される。
○若い世代を含めた多くの住民は地域の伝統・文化を誇りに思い、浜村温泉街を中心とした「まちの賑わいの再生」を望んでいる（住民アンケートより）。
○都市再生整備計画の策定については、学識経験者に加え地域のまちづくり団体や住民も参加しており、協働のまちづくりが推進されている。

○都市機能集積エリアとして、浜村駅は現在不足している機能性、利便性、安全性等の確保を図ると同時に、まちの新たな賑わい空間を創出し、人も情報も活性化させることが必要である。
○浜村駅周辺地域は、特に若い世代の定住促進が課題であり、比較的生活がしやすい環境と豊かな自然環境を活かした特徴的な対策が必要である。
○駅前と新規高速道路ＩＣとの導線を確保し、将来に向けた主要路線、地域の出入口の一つとして機能させる必要がある。
○「ヤサホーパーク」など知名度の高い地域の魅力施設のさらなる利用を促し、まちのにぎわいに繋げることが必要である。

○平成18年度に策定した「鳥取市都市計画マスタープラン」では、多極型のコンパクトな都市構造を理念としており、都市の広域的な拠点である中心市街地の活性化と併せて、地域の日常生活の拠点となる「地域生活拠点」の再生が重要なポイントとなっ
ている。
〇気高地区は「地域生活拠点」に位置付けられ、生活基盤の整備や福祉・文化施設の充実、地域内の定住対策の促進などにより地域の活性化を図ることとされている。

指　　標

住民の定住意向に関する満足度
地区住民に対するアンケート調査による「問：将来も浜村に
住み続けたいですか？」に対する「将来も住みたい」「どちら
かといえば」と答えた人の割合

住民の定住意向を定量化する指標として、アンケート調査結果とす
る。
駅前周辺整備や街路灯の機能改善、公園施設整備等により、安
全安心で快適に過ごせる居住環境の向上を図り、定住意識の向
上を図る

77.2% 85%

ＪＲ駅利用者数 浜村駅の利用者数

交通結節点機能強化の達成状況を定量化する指標として、浜村駅
の利用者数とする。
H27～R2年の５年で約１４％の利用者減少数が推計されることか
ら、駅前広場整備等により減少率を半減することを目標とする。

172,000人/年 160,000人/年



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
■交通結節点の機能強化により、まちの玄関口としての利便性を向上させる。

○浜村駅の駅前広場、駐車場など駅周辺の再整備を行い、交通結節点としての機能改善を図り、周辺住民（鹿野町を含む）・来訪者共に対して人に優しい道路空間を
確保する。

○市道勝見浜村線など浜村駅南北の市道の道路拡幅を行うことで、浜村駅へのアクセス性の向上や、将来のまちづくりに向けて高速道路ＩＣや鹿野町への新たな動線
を確保する。

○市道勝見浜村線の拡幅　【基幹事業：道路】
○浜村駅南側停車場　【基幹事業：地域生活基盤施設】
○浜村駅前広場　【基幹事業：地域生活基盤施設】
○浜村駅前トイレ　【基幹事業：高質空間形成施設】
○南北線　街路灯整備　【基幹事業：高質空間形成施設】
○案内板　【基幹事業：地域生活基盤施設】

・市道浜村乙亥正線の拡幅　【関連事業】
・東西線　街路灯灯具更新　【関連事業】

■駅にアクセスする幹線整備により、安心・安全なまちづくりを推進する

〇国道9号沿線のサイクリングロードからの来訪者を誘引するため、案内板の整備を行う。

○既存の関連事業を活用し、未利用地・空地・空き家を有効活用し、ＵＪＩターン者や若年層の定住促進を支援する。

○高速道路IC付近に道の駅を整備し、計画区域までのアクセス道路を整備することで、観光や地域間交流の促進を図る。

○駅にアクセスする幹線として、ふさわしい空間整備と安全・安心なまちづくりの為、県道鹿野気高線（南北線）街路灯更新と浜村温泉街沿い（東西線）灯具更新により
快適で安全に歩ける道路空間の整備を行う。

○案内板【基幹事業：地域生活基盤施設】(再掲)
○浜村駅南側停車場　【基幹事業：地域生活基盤施設】(再掲)
○南北線　街路灯整備　【基幹事業：高質空間形成施設】(再掲)

・空き家バンク運営事業　【関連事業】
・ＵＪＩターン住宅支援事業　【関連事業】
・気高道の駅（仮称）の整備　【関連事業】
・市道浜村乙亥正線の拡幅　【関連事業】(再掲)



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市再生整備計画事業） 様式（１）-④-２

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 市道勝見浜村線の拡幅 鳥取市 直 L=230m、W=7～9m R1 R2 R1 R2 50 50 50 0 50 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 案内板 鳥取市 直 － R2 R2 R2 R2 7 7 7 0 7 －

地域生活基盤施設 浜村駅南側停車場 鳥取市 直 － H29 R1 H29 R1 10 2 2 0 2 －

地域生活基盤施設 浜村駅前広場 鳥取市 直 － H28 H29 H28 H29 50 50 50 0 50 －

高質空間形成施設 浜村駅トイレ 鳥取市 直 － H28 H30 H28 H30 30 30 30 0 30 －

高質空間形成施設 南北線　街路灯整備
浜村温泉観光道
路街路灯組合

間 － H29 H29 H29 H29 24 24 16 8 16 －

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

住宅市街地総合整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 171 163 155 8 155 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

鳥取市 直 R2 R2 R2 R2 2 2 2 0 2

合計 2 2 2 0 2 …B

合計(A+B) 157

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
鳥取市 － － ○ 平成19年度

鳥取市 国土交通省 － ○ 平成19年度

鳥取市 国土交通省 － ○ 平成25年度 平成28年度

東西線　街路灯灯具交換
浜村温泉観光道
路街路灯組合

－ 平成28年度 1,540

鳥取市 － 平成28年度 平成30年度

合計 1,540

交付対象事業費 157 交付限度額 62.8 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業活用
調査

事業効果分析

事業 事業箇所名

まちづくり活
動推進事業

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

空き家バンク運営事業 －

ＵＪＩターン住宅支援事業 －

市道浜村乙亥正線の拡幅

気高道の駅（仮称）の駅整備



都市再生整備計画の区域

　気高地区（鳥取県鳥取市） 面積 114 ha 区域 鳥取市気高町 浜村、勝見、北浜１～3丁目、新町１～３丁目

都市計画

区域界

国道9号

● 浜村駅

鳥取市気高町総合支所 ◎

鳥取市

気高地区（114ｈａ）

位置図



浜村地区の居住人口合計 （　人　） 3,294 （H27年度） → 3,195 （R2年度）

ＪＲ駅利用者数 （人/年） 172,000 （H27年度） → 160,000 （R2年度）

住民の定住意向に対する満足度 （　％　） 77.2 （H26年度） → 85 （R2年度）

気高地区（鳥取県鳥取市）整備方針概要図

目標
安心して住み続けられる生活環境を構築し、

市民の日常生活を支える地域生活拠点の再生を目指す。

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

様式（１）-⑦-２

■基幹事業

浜村駅前広場（地域生活基盤施設）

■基幹事業
市道勝見浜村線の拡幅（道路）

■基幹事業
南北線 街路灯整備（高質空間形成施設）

■基幹事業
浜村駅南側停車場（地域生活基盤施設）

■基幹事業
案内板（地域生活基盤施設）

○関連事業
・市道浜村乙亥正線の拡幅
・気高道の駅（仮称）の駅整備

※地区内主要箇所、または地区全体

○関連事業
・空き家バンク運営事業
・ＵＪＩターン住宅支援事業

□提案事業
事業効果分析 （事業活用調査）

■基幹事業
浜村駅前トイレ（高質空間形成施設）

○関連事業
・東西線 街路灯灯具交換


